
に

は

臨

む

母

か

ら

登

、唯

淨

土

の

一
賜

の

み

あ

り

て

逋

達

す

べ

き

の

路

で

あ

る

ご
、我

が

病

を

省

み

て

早

く

藥

を

服

す

べ

き

で

あ

る
o
(+
、
六
、
二
九
)
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選
擇
集

の
建
暦
版
、
建
長
版
及
び
木
活
版藤

堂

砧

範

余

は

本

誌

雛

二

號

に

選

擇

集

の

古

版

本

に

就

て
、尠

か

見

聞

せ

し

處

を
.開

陳

せ

し

も
、建

暦
、建

長

.

の

兩

版

に

就

て

は
.其

の

當

時

材

料

の

蒐

集

完

か

ら

す
、叉

論

交

の

冗

長

を

も

恐

れ

て

筆

を

擱

き

し

も
、頃

日

尠

か

材

料

を

蒐

集

し

得

た

る

を

以

て
、更

に

大

方

の

敏

示

を

乞

ふ

こ

ご

、

は

な

し

ぬ
。

古

來

本

集

の

出

版

に

就

き
、元

久

年

間

に
燒

失

せ

ら

れ

し

ご

云

ふ

所

謂

原

版

を

云

云

す

る

人

あ

る

も
、此

の

原

版

の

肚

版

は

疑

は

し

く
、元

久

三

年

本

集

の

版

木

版

本

を

燒

失

せ

し

む

ぺ
し

ご

の

山

門

よ

り

の

申

状

さ

へ
發

見

せ

ら

れ

す
、其

の

事

實

さ

へ
疑

は

る

丶
今

日
、大

に

有

力

な

る

資

料

の

發

見

せ

ら

れ

ざ

る

限

り
、疑

問

こ

し

て

保

留

し

て

置

く

よ

り

外

な

か

る

べ
し
。

.
建

暦

本

の

出

版

に

就

τ

は
、現

時

其

の

版

本

を

見

る

・・;

能

は

ざ

る

も
.此

の

本

の

出

版

は

發

.

餘

地

を

き

も

の

な

る

ぺ

し
、栂

尾

明

惠

上

人

の

摧

雅

輪
、及

び

日

蓮

の

立

正

安

釁

要

宗

内

に

於

て



は

藤

田

持

阿

の

決

疑

抄

見

聞

等
、何

れ

も

建

暦

開

版

⑳

事

を

記

述

せ

り
、今

鑑

暦

版

の

特

徴

こ

し

て
、

記

主

上

人

の

決

疑

鈔

を

初

め
、元

祿

頃

に

至

る

諸

書

に

散

見

せ

る

所
、略

ぽ

一
致

せ

る

を

見

て

は
、確

に
該

版

の

出

版

は

疑

ふ

ぺ

か

ら

す
、而

し

て

建

暦

版

の

特

徴

こ

し

て

其

の

重

な

る

點

は
、第

四

三

輩

章

の

引

文

の

初

に

「
無

量

壽

經

下

云
」

の

六

字

を

置

け

る

こ

ご

ご
、同

章

私

釋

段

に

同

類

異

類

の

助

業

を

舉

ぐ

る

段

に
、異

類

助

業

を

器

ぐ

る

標

牒

「
次

異

類

助

成

者
」

の

六

字

を

置

く

こ

ご

に

し

て
、此

の

二

點

は

延

應

已

後

の

粘

葉

綴

の

各

本

を

初

め
、元

祿

九

年

の

義

山

上

人

開

版

本

に

至

る

巳

前

の

諸

本
、多

く

此

の

二

點

を

缺

脱

せ

り
、此

の

特

徴

を

知

る

は

決

疑

鈔

三
ハ全

書

七

振
)佛

告

等

者
、若

準

餘

篇
、應

云

無

量

壽

經

下

云
、無

者

略

也
、故

建

暦

二

年

開

版

摺

本

有

此

言

也
L
、
叉

同

鈔

三
(全

書

七

ヒ
五
)先

就

上

輩

等

者
、應

云

次

異

類

助

業

者
、先

就

上

輩

等
、故

或

本

有

此

牒

文

也
L

ご

此

の

交

或

本

ご

云

ふ

て

前

文

の

如

く

建

暦

本

ご

云

は

ざ

る

も
、記
.主

上

人

本

鈔

の

述

作

は

建

長

六

年

な

る

を

以

て

其

の

已

前

の

開

版

本

こ

し

て

は

延

應

建

長

の

兩

版

已

外

に

な

く
、延

應

及

び

建

長

の

兩

版

に

は

此

の

二

句

な

き

を
以

て
、勢

ひ

建

暦

版

を

指

せ

る

こ

ご

は

當

然

な

る

べ
し
、次

に

は

大

谷

派

の

學

匠

こ

し

て

有

名

な

る

惠

室

の

開

版

本

ご

稱

せ

ら

る

丶
元

碌

七

年

の

開

版

本

に
、雫

氏

の

序

交
(短

序
)を

擧

げ

て

「
此

序

者

兵

部

卿

三

位

李

甚

親

之

作

也
、云

云

建

暦

二

年

九

月

八

日

開

版

之

本

載

之
」

ご

注
.

し
、叉

其

の

跋

に

「
斯

集

現

行

之

仰

本

數

複

或

有

不

同

者
4

因

講

、幸
得

古

本

↓
繭

謂

建

暦

第

二

最

(13),



初

印

本

拜

延

應

元

年

印

本

之

第

二

之

本

云
云
L
ご

云

へ
る
.又

西

山

涙

の

學

匠

竹

林

寺

昌

堂

が

元

祿

穴

年

に

述

作

せ

る

選

擇

集

校
輯

要

義

抄

の

序

に

「
此

集

世

本

錯

誤

頗

衆
、頃

幸

得

建

暦

年

中

刑

部

卿

三

位

李

.墓

親

所

序

善

本
、訂

正

本

文
、合

而

刊

行
、庶

學

者

見

之
、母

復

依

未

正

之

本
」
、

叉

同

抄

四

耽

に
は

三

輩

章

引

丈

の

初

に

「
無

量

壽

經

下

云
」

の

六

字

を

加

へ

て

「
世

本

皆

脱

經

題
、今

依

建

暦

本
、更

加

之

也
」
、
叉

同

抄

四

薛

に

「
次

異

類

助

成

者
」

の

六

字

を

加

へ
て

「
世

本

多

闕

標

牒
、今

依

建

暦

之

本
、亦

更

加

之
」

ご

云

へ
る
、叉

元

祿

九

年

義

山

上

人

開

版

本

の

跋

に

「
建

長

以

後
へ刊

者

咸

從

延

應

何

哉

今

欲

以

建

暦

本
、鑁

梓

行

世
」

ご

云

へ
る
、皆

悉

く

建

暦

版

に

依

て

註

釋

叉

は

開

版

を

成

せ

る

も

の

に

し

て
、其

の

特

徴

を

舉

げ

だ

る

點

も

惠

塞

開

版

本

を

除

き

て

は

皆

一
致

す

る

處

な

り
、惠

室

が

建

暦

本

を

校

合

せ

り

ご

稱

し

居

る

も
、其

の

實

如

何

な

ら

ん
、本

文

中

に

は

餘

り

其

の

跡

を

見

す
、以

上

鎌

倉

末

よ

り

南

北

朝

時

代

の

み

な

ら

す
、降

て

元

祿

時

代

に

至

る

迄

建

暦

版

の

存

在

せ

し

こ

ご

は

否

定

す

べ

か

ら

ざ

る

も
、該

本

が

何

の

處

何

の

地

に

所

在

せ

し

や

を

舉

げ

ざ

る

は

惜

む

べ
き

次

第

に

て
、近

世

知

恩

院

鸞

宿

信

正

の

講

述

ご

稱

す

る

寫

本

の

講

録

の

卷

頭

に

「
建

暦

正

本

絶

版
、義

山

師

歎

之
、久

尋

建

暦

正

本
、偶

得

其

本

於

三

井

寺
、雀

躍

鑛

梓

行

世
」

ざ
、此

の

記

述

已

外

に

は

其

の

所

在

を

知

る

乙

能

は

ざ

る

は

遣

憾

に

し

て
、只

一
縷

の

望

は

三

井

寺

經

藏

中

に

今

も

荷

存

在

せ

る

哉

否

や

に

し

て
、三

井

寺

は

大

師

在

世

中

其

の

寺

の

長

吏

公

胤

が

淨

±

決

疑

抄

を

著

は
、

ぐ14)



し

て

本

集

を

難

破

せ

り
.此

の

事

は

建

暦

開

版

已

前

の

出

來

事

に

属

す

る

も
、公

胤

が

此

の

難

破

後

大

師

の

訓

諭

に

服

し

大

に

悔

悟

歸

敬

せ

し

事

實

よ

り

し

て
、該

本

が

三

井

寺

に

所

藏

せ

ら

れ

あ

る

事

の

想

像

も

無

理

な

か

る

べ
し
、斯

は

大

に

今

後

の

搜

索

に

俟

つ

べ
き

な

り
、已

上

建

暦

版

の

存

在

を

證

す

る

資

料

を

列

擧

す

る

の

み
。

建

長

版

用

紙

上

册

下

册

上

册

下

册

粘

葉

綴

二

帖

上

册

泉

貨

紙

雲

英

引

竪

八
寸

六

分

竪

八
寸

五

分

七

十

八

葉

五

十

二
葉

西

本

願

寺

所

藏

下

册
鳥

子

紙

横

五

寸

一
分

横

五

寸

一
分

尾

題

な

し

首

題

な

く

尾

題

あ

り

(丁

數

記

入

な

し

實

算

に

依

る
)

一
頁

六

行
〇

一
行

十

七

字

詰
○

私

釋

版

十

六

字

詰
o

王

册

最

終

の

一
葉

の

み

は

一
行

十

五

字

詰

な

り
)

無

匡

廓

無

界

線

自

文

刊

記

下

册

尾

題

の

次

ぎ

一
行

を

隔

て

丶
、本

文

ご

同

大

同

體

の

交

字

を

以

て

左

の

刊

記

三

(151



行

あ

り
。

淨

土

歡

門

解

脱

詮

今

開

印

板

弘

流

轉

廻

施

曾

儀

及

群

類

順

次

同

生

九

晶

蓮

建

長

三

年

七

月

日

願

主

入

阿

彌

陀

佛

此

の

本

は

從

來

單

に

建
長

版

ざ

し

て

大

藏

會

等

に

展

觀

せ

ら

れ

し

ご

雖

ぐ
、
も
、今

仔

細

に

之

を

點

檢

す

る

に

上

下

兩

册

杢

ぐ

版

式

を

異

に

し

て
、全

然

別

種

の

開

版

ご

認

む

べ

き

も

の

な

り
、兩

册

共

に

寫

經

體

の

豐

麗

優

雅

の

書

體

な

る

も
、上

册

は

稍

硬

く

肉

太

く
、下

册

は

弱

く

上

冊

ご

は

全

然

別

手

な

り
、是

れ

全

く

版

型

別

種

に

し

て

異

版

を

集

め

だ

る

寄

せ

本

な

り
、從

て

用

紙

も

前

記

の

如

く

其

の

質

を

異

に

し
、叉

上

冊

に

は

鎌

倉

末

ご

見

ゆ

る
書

入

あ

る

も

下

冊

に

は

全

然

是

れ

な

し
、下

冊

は

建

長

の

刊

記

あ

る

を

以

て

其

の

開

版

時

代

明

了

な

り
、上

册

は

建

長

よ

り

は

稍

遲

れ

た

ら

ん

も

其

の

近

き

時

代

に

開

版

さ

れ

だ

る

も

の

な

る

事

は

其

の

字

體

に

依

り

て

窺

は

る

べ
し
、而

し

て

上

冊

は

其

の

當

時

の

摺

寫

な

る

べ

き

も
、下

冊

は

字

體

磨

滅

の

點

よ

り

餘

程

後

年

の

摺

寫

な

る

ぺ

し
、裝

頗

は

後

に

至

り

て

上

下

兩

冊

同

樣

に

製

本

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

し

て
、背

は

金

襴

を

以

て

覆

ひ
、表

紙

は

紺

紙

に

蓮

華

蓮

葉

の

金

泥

模

樣

あ

り
、表

紙

裏

に

は

金

銀

砂

子

を

施

せ

り
。

　

此

の
版

の

文
字

の
缺

脱

等

に

就

き

特

徴

を

擧

ぐ

れ

ば
、第

一
歉

相

章

私

釋

段

の

「
不

足

疑
端

但

(ib)



　

　

　

諸

宗

立

歡
L

の

文

中

但

の

一
字

缺

脱

し
、叉

其

の

第

九

行

目

「
準

上

思

之
」

は

唯

上

思

之

ご

成

り
、

　

　

同

段

捨

聖

歸

淨

の

二

由

を

擧

ぐ

る

下

「
旦

曇

鸞

法

師
」

の

旦

は

且
ハ
ざ

成

り
、第

十

二

附

屬

章

私

釋

n

段
〒

冊

第

二

十

一
葉

左
)
「
顯

餘

書

寫

供

養
」

の

餘

の

一
字

他

版

に

缺

脱

せ

る

も

此

版

に

は

在

り
、

從

て

次

二

十

二

葉

右

の

第

五

行

目

は

十

七

字

詰

ざ

な

り

て

他

行

よ

り

は

一
字

多

し
、第

十

六

附

屬

章

私

釋

段

の

中

程

「
七

日

華

不

萎

悴

即

得

往

生

依

之

七

日

華

果

然

華

不
萎

黄
」

ご

華

の

字

二

字

他

版

よ

り

は

多

し
○

く

已

上

・は

版

式

の

み

に

就

て

記

述

せ

る

も
、此

の

西

本

願

寺

藏

の

建

長

版

上

冊

の

書

入

は
、前

述

の

如

く

鎌

倉

末

期

の
書

體

に

し

て

恐

く

本

願

寺

常

樂

臺

開

山

存

覺

の

筆

か

ご

思

は

る
、よ

し

存

覺

な

ら

す

ざ

す

る

も

親

鸞

門

流

の

徒

の

手

に

な

り

し

事

は
、上

册

末

尾

の

書

入

に

コ

義

三

心

ハ
諸

行

念

佛

二
廻

テ

安

心

ヲ

具

セ

ン
L

ビ

註

し

て

其

の

肩

書

に

「
他

流

鎮

西
」

ご

記

入

せ

り
、叉

卷

頭

の

書

入

に

「
月

輪

禪

定

殿

下

嚴

命

元

久

甲

子

之

春

撰

献

上

人

入

一
向

專

修

門

事

行

年

四

十

二

云
云
」
ご
、

此

の

選

擇

集

撰
ー献

は

本

宗

に

於

て

は

建

久

九

年

ご

傳

へ
、此

の

元

久

甲

子

読

は

拾

遺

古

徳

傳

及

西

山

堯

惠

の

私

集

抄

等

の

説

に

し

て
、叉

開

宗

を

四

十

二

歳

ご
す

る
、共

に

本

宗

所

傳

ご

異

な

る
所
、大

に

宗

史

の

資

料

こ

し

て

參

考

す

べ
き

も

の

な

る

ぺ
し
。

木

活

版

下

冊

一
帖

零

本

東

京

鈴

木

靈

眞

師

藏

(17)



製

本

粘

葉

綴

用

紙

泉

貨

紙

竪

亠ハ
寸

亠ハ
分

横

一二
寸

八

分

五

十

二

丱某
(實

鞍昇
)

首

題

缺

尾

題

存

無

廓

無

界

白

文

刊

記

奥

書

等

な

し

此

の

本

は

零

本

な

る

も

珍

ら

し

き

稀

觀

の

書

に

し

て
、由

來

淨

土

宗

典

籍

の

活

字

版

は

多

く

縁

山

活

字

若

く

は

其

の

系

統

に

屬

す

る

も

の

に

し

て
、此

の

版

の

如

く

大

字

を

以

て

粘

葉

綴

に

印

刷

さ

れ
、
一
見

春

日

版
、野

山

版

の

如

き

趣

き

を

呈

せ

る

も

の

は
、今

日

迄

の

見

聞

に

於

て

は

斯

本

一
部

あ

る

の

み

な

り
、而

し

て

開

摺

の

年

代

は

刊

記

な

き

だ

め

明

確

に
知

る

を

得

ざ

る

も
、先

づ

元

和

寛

永

頃

ざ

定

め

て

大

差

な

か

る

べ
く
、叉

丈

字

に

大

小

の

不

同

あ

る

は
、開

摺

當

時

活

字

の

不

足

よ

り

し

て

補

刻

せ

る

も

の

に

し

て
、斯

く

齊

整

を

缺

ぐ

に

至

り

し

も

の

な

ら

ん
、現

存

下

冊

の

み

の

零

本

に

し

て

完

本

を

見

る

こ

ご

を

得

ざ

る

は

遺

憾

の

次

第

な

り
、卷

末

に

櫨

崎

村

康

樂

寺

ご

小

さ

く

墨

書

せ

る

は
、親

鸞

門

下

西

佛

房

開

基

寺

な

る

信

濃

國

更

級

郡

康

樂

寺

の

舊

藏

本

な

る

べ
し
。

　

　

此

の

板

の

他

版

ご

異

る

特

徴

は
、第

九

四

修

章

第

二

引

文

中

の

「
涕

唾

便

痢
」

は

便

利

ご

成

り
、

　

　

　

第

十

三

多

善

根

章

第

二

引

文

の

終

り

「法

侶

將

衣

競

來

着

證

得

不

退

入

三

賢
」

の
競

は

竟

に

入

　

　

　

　

　

は

人

に
成

り
、第

十

六

附

屬

章

私

釋

版

中

第

二

問

答

の
問

の

「
謂

弘

法

寺

迦

才
」

は

弘

決

等

迦

才

(18)



ざ

成

れ

る

等

此

の

版

の

特

徴

な

り
。

已

上

建

暦

版

の

出

版

は

事

實

な

る

べ
き

も
、其

の

現

存

せ

る

や

否

や

は

大

に

今

後

の

搜

索

に

待

つ

よ

り

外

な

か

る

べ
し
、建

長

版

の

零

本

な

る

こ

ご

は

最

近

の

發

見

に

し

て
、木

活

版

の

零

本

ご

共

に

蓮

門

の

書

史

學

上

大

に

惜

む

ぺ
%き

事

な

る

を

以

て
、此

の

三

版

の

完

本

を

發

見

す

る

こ

ご

は

大

に

宗

史

宗

學

に

志

す

者

の

任

務

ご

考

へ
、尠

か

三

版

に

就

き

愚

見

を

陳

べ
前

々

號

の

缺

を

補

ふ

事

こ

な

せ

り

○

讚

頌

哲

學

(承

前
)

1

(
ウ

ィ

リ

ア

ム

氏

印

度

敏

第

二

章

)1

-
前

田

聽

瑞

三

種

現

體

吠

陀

固

有

の

註

釋

は

屡

々

三

十

三

禪

に

説

き

及

ん

で

ゐ

る

し

、梨

倶

吠

陀

(
一
、三

四
、
一

一
及

び

一
.四

五
、二
)も

亦

た

こ

の

數

字

を

掲

げ

て

ゐ

る

こ

い

ふ

こ

ご

は

注

意

せ

ね

ば

な

ら

な

い
。

こ

の

數

字

は

印

度

の

宗

教

的

體

系

の

中

に

常

に

出

て

く

る

聖

數

即

ち

三

の

倍

數

で

あ

る
。

(原
著
者
註
)

聖
數
三
の
例
は
澤
山
あ
る
。
郎
ち
三
吠
陀
、
三
解
脱
法
(寓
鎚
σq器
)
ltj徳
(G
unas)
f　
要
な
る
三
階
級
(O器
8
)
濕
婆
(留
く曽
)
.の
額

に
あ
る
ゴ
眼
、
人
生
の
三
目
的
、
三
界
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

(x9)


